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1. はじめに 
インターネットの普及に伴い、オンライン動画
配信は増加の一途をたどっている。そのような中
で、動画配信の中でもストリーミングを用いた配
信が注目されている。また現在は十分な市場の確
立はされていないが、そう遠くない将来に市場が
確立されるであろう。しかし、現在のストリーミ
ング配信には、「通信が不安定で満足できない」
｢魅力的なコンテンツが少ない｣｢課金手続きが面
倒である｣などの問題があり、それらの早期的な
解決が求められている。 
本研究では、ストリーミング配信における検
索・管理・課金を統合する統合管理サーバを用い
ることによる配信保証機能を持つストリーミン
グ配信システムを提案する。 
 

2. ストリーミング配信の問題点 
 ストリーミングの品質は、ネットワークの状況
に強く依存してしまう。そのため、ストリーミン
グビジネスを考えるとき、サービス品質の保証は
非常に重要な問題である。 
また、ユーザのインターネットを介したコンテ
ンツ利用時の不満として「魅力的なコンテンツが
少ない」というものを全体の 37％の人が感じてい
るという[1]。これは、拡大・複雑化するインター
ネットの世界において、魅力的なコンテンツにユ
ーザが容易に到達できないことが要因であるこ
とが推測される。また、「代金を支払う時の手続
きが面倒である」という不満も 25％の利用者が感
じており、コンテンツビジネスが成功するために
はこれらの不安・不満を解消することが必要であ
る。 
 これらの問題を解決するために、統合管理サー
バを配置することによって、検索・管理・課金を
統一的に行なうことが可能となる配信システム
を提案する。 
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3. 提案システムの構成 
 提案するシステムの構成を図１に示す。このシ
ステムは主に３つの要素から構成される。それぞ
れの構成要素について以下に示す。 
1) 統合管理サーバ 
統合管理サーバは、ストリーミング配信サーバ
に対してユーザ管理、課金、配信管理などの機能
を提供し、ユーザクライアントに対してコンテン
ツ検索、統一課金などの機能を提供する。このシ
ステムでは、この統合管理サーバにユーザクライ
アント、配信サーバ、コンテンツを登録すること
で、これらの機能を実現している。 
2) ストリーミング配信サーバ 
ストリーミング配信サーバはストリーミング
を用いて動画を配信するホストを表す。このホス
トには、現在すでにサービスを行っている配信業
者やストリーミングサーバを個人で所有するユ
ーザなどが考えられ、その種類は多種多様である。 
3) ユーザクライアント 
ユーザクライアントは、サービスを受けるホス
トを表す。前提として統合管理サーバに登録をさ
れているクライアントを指す。 
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図1 提案システムの構成 

 

4. 提案システムの機能と設計 
 提案システムのモデルを図２に示す。実行の流
れに沿って以下に説明する。 
1) コンテンツの登録 
本システムではコンテンツの登録にMPEG7メ
タデータを使用する。配信サーバでストリーミン
グコンテンツをMPEG７ Generater にかけるこ
とで、MPEG７に準拠したメタデータを半自動的
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に生成する。メタデータの項目のうち、再生時
間・ファイルタイプ・などの自動的に取得可能な
情報は自動的に取得し、タイトル・ジャンル情
報・金額などは登録者がMPEG７ Generater で
簡単に入力可能にする。 
その後、生成したメタデータを HTTPSで統合
管理サーバに送信する。統合管理サーバでは送ら
れてきたメタデータを MPEG7 Analyzerで要素
ごとに分類し、Contents DBに登録する。 
2) コンテンツの検索 
 クライアントはタイトル・ジャンル情報・配信
サーバ名などを検索キーとしてHTTPSを使用し
て統合管理サーバへと送る。統合管理サーバでは
Search Engineが検索キーを受け取り、Contents 
DB からその検索キーに一致するコンテンツを検
索結果として返信する。その際に Search Engine
は Client DBから、アクセス履歴などのユーザの
嗜好情報を参照して、最適な検索結果を返信する。 
3) 配信サービスの保証 
ユーザが配信要求を出した際は、Check Agent
はManagement Engineに対してクライアント・
ストリーミング配信サーバのチェックをするよ
うに要求する。Management Engine は各 JMX 
Agentに対して CPU 使用率・メモリ使用量・使
用ポート番号・RTTなどの情報を取得するために
HTTPS でリクエストを送信する。それに対して
各 JMX Agentは、サーバ・クライアント・回線
上から各情報を取得するために、WMI(Windows 
Management Instrumentation)や ICMPなどを
用いて情報を取得し、統合管理サーバへ返信する。
その情報を元に Check Agent は配信サービスが
行えることを検査する。 
 配信中は各 JMX Agentは UDPパケットロス
数などの情報を取得して、配信の途切れや物理的

障害を監視し、障害発生時は
JMX Notificationを用いるこ
とで統合管理サーバへと通知
する。 
また、ここで述べる JMX 

Agentの実装には、Agent 開
発を簡易に行うことのできる、
AdventNetの提供する Agent 
Tool Kit Java／JMX Edition 
5.0を用いる[2]。 
 
5. 提案システムの特徴 
提案システムの特徴を以下
に述べる。 
1) ユーザはどの配信サーバ
からサービスを受けていたと

しても、統合管理サーバで統一的に課金が行われ
るため煩わしさを感じない。 
2) ユーザがコンテンツの受信が不可能であった
場合でも、ユーザは課金される前に原因を知るこ
とができサービスの質が向上する。 
3) コンテンツ配信側は配信の管理・コンテンツの
課金・ユーザ管理などを統合管理サーバに任せて
しまえるため、コンテンツの製作・構成・配信に
集中できる。これは、コンテンツの質を向上する
効果があると推測される。 
4) コンテンツを配信したいユーザやコンテンツ
を多く所有しない配信業者に対しても、同様のマ
ーケットを提供できる。 
5) HTTPSを用いてすべての管理・検索・登録を
行うことが可能なので、危険なポートを空ける必
要がなく、セキュリティ面で優れている。 
6) MPEG７標準に準拠しているため、シーン検
索などの新しい検索機能の追加が容易である。 
 
6. まとめと今後の課題 
 本研究では、ストリーミング配信における検
索・管理・課金を統合する統合管理サーバを用い
ることによるストリーミングコンテンツ配信シ
ステムを提案した。今後の課題としては、外部か
ら管理を行うことへの不安感への対応、取得した
情報がすぐに古くなり役に立たなくなってしま
うことへの考察、さまざまな課金形態への対応、
著作権保護の実現手法の検討などが挙げられる。 
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図 2 システムのモデル 
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